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( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 前 側 か ら 視 認 可 能 な 突 出 部 と 、
　 前 記 突 出 部 に 設 け ら れ 、 透 か し て 見 る と 透 か し 模 様 が 視 認 可 能 に な る 透 か し 部 と 、
　 遊 技 球 が 流 下 可 能 な 遊 技 領 域 と 、 を 備 え 、
　 前 記 突 出 部 は 、 前 記 遊 技 領 域 よ り 外 側 に 配 置 さ れ 、 遊 技 機 本 体 に 対 し て 、 上 側 又 は 側 方  
に 突 出 し て い る 遊 技 機 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 透 か し 部 は 、 樹 脂 成 形 品 に 含 ま れ 、 樹 脂 成 形 金 型 の 樹 脂 注 入 口 の 痕 を 含 む 請 求 項 １  
に 記 載 の 遊 技 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 開 示 は 、 遊 技 機 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 か ら 、 前 面 に 装 飾 が 施 さ れ た 装 飾 部 材 を 有 す る 遊 技 機 が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特  
許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】

請求項の数　2　（全9頁）
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【 ０ ０ ０ ３ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ １ ７ － ０ １ ８ ５ ２ ２ 号 公 報 （ 図 ２ 、 図 ３ 等 ）
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 述 し た 従 来 の 遊 技 機 に 対 し 、 今 ま で に な い 斬 新 な 遊 技 機 が 求 め ら れ て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 発 明 の 一 態 様 は 、 前 側 か ら 視 認 可 能 な 突 出 部 と 、 前 記 突 出 部 に 設 け ら れ 、 透 か し て 見 る  
と 透 か し 模 様 が 視 認 可 能 に な る 透 か し 部 と 、 遊 技 球 が 流 下 可 能 な 遊 技 領 域 と 、 を 備 え 、 前  
記 突 出 部 は 、 前 記 遊 技 領 域 よ り 外 側 に 配 置 さ れ 、 遊 技 機 本 体 に 対 し て 、 上 側 又 は 側 方 に 突  
出 し て い る 遊 技 機 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
上 記 態 様 に よ れ ば 、 透 か し て 見 る と 透 か し 模 様 が 視 認 可 能 に な る 透 か し 部 を 有 す る と い う  
、 今 ま で に な い 斬 新 な 遊 技 機 が 提 供 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 図 １ 】 本 開 示 に 係 る 遊 技 機 の 正 面 図
【 図 ２ 】 前 面 扉 か ら 取 り 外 さ れ た ト ッ プ ユ ニ ッ ト の 正 面 図
【 図 ３ 】 ト ッ プ ユ ニ ッ ト の 背 面 図
【 図 ４ 】 ト ッ プ ユ ニ ッ ト の 透 か し 模 様 形 成 部 の 周 辺 の Ａ － Ａ 断 面 図
【 図 ５ 】 （ Ａ ） ト ッ プ ユ ニ ッ ト の 拡 大 正 面 図 、 （ Ｂ ） 透 か し て 見 た と き の ト ッ プ ユ ニ ッ ト  
の 拡 大 正 面 図
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 本 開 示 の パ チ ン コ 遊 技 機 １ ０ （ 以 下 、 単 に 「 遊 技 機 １ ０ 」 と い う 。  
） は 、 遊 技 盤 １ １ と 、 遊 技 盤 １ １ を 支 持 す る 支 持 枠 １ ２ と 、 そ の 支 持 枠 １ ２ の 前 面 を 覆 う  
前 面 扉 １ ０ Ｚ と 、 を 備 え 、 前 面 扉 １ ０ Ｚ の 窓 部 １ ０ Ｗ を 通 し て 遊 技 盤 １ １ の 前 面 に 形 成 さ  
れ た 遊 技 領 域 Ｒ １ が 視 認 可 能 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　  前 面 扉 １ ０ Ｚ は 、 前 方 か ら 見 る と 支 持 枠 １ ２ の 略 全 体 を 覆 う 縦 長 の 矩 形 状 を な し 、 支 持  
枠 １ ２ と 左 端 部 同 士 が ヒ ン ジ 結 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 面 扉 １ ０ Ｚ の う ち 窓 部 １ ０ Ｗ よ り 下 方 に は 、 上 皿 ２ ６ 及 び 下 皿 ２ ７ が 上 下 に 並 べ て 設  
け ら れ る と 共 に 、 下 皿 ２ ７ の 右 方 に は 、 発 射 ハ ン ド ル ２ ８ が 設 け ら れ て い る 。 発 射 ハ ン ド  
ル ２ ８ を 回 動 操 作 す る と 、 上 皿 ２ ６ に 貯 留 さ れ た 遊 技 球 が 遊 技 領 域 Ｒ １ に 向 け て 弾 き 出 さ  
れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 遊 技 領 域 Ｒ １ に は 、 第 １ 及 び 第 ２ 始 動 入 賞 口 １ ４ Ａ ， １ ４ Ｂ と 大 入  
賞 口 １ ５ が 備 え ら れ 、 第 １ 始 動 入 賞 口 １ ４ Ａ 、 第 ２ 始 動 入 賞 口 １ ４ Ｂ に 遊 技 球 が 入 球 す る  
と 特 図 当 否 判 定 が 行 わ れ る 。 特 図 当 否 判 定 の 結 果 は 、 遊 技 領 域 Ｒ １ に 設 け ら れ た 表 示 部 １  
３ に て 報 知 さ れ る 。 大 入 賞 口 １ ５ は 、 通 常 は 、 可 動 扉 １ ５ Ｔ で 閉 塞 さ れ て 遊 技 球 が 入 球 困  
難 な 状 態 に な っ て い て 、 上 記 特 図 当 否 判 定 の 結 果 が 当 り と な っ た と き に 開 放 さ れ て 遊 技 球  
が 入 球 可 能 な 状 態 と な る 。 な お 、 第 ２ 始 動 入 賞 口 １ ４ Ｂ は 、 通 常 は 開 閉 部 材 １ ４ Ｃ で 閉 塞  
さ れ て い て 、 遊 技 領 域 Ｒ １ に 設 け ら れ た 始 動 ゲ ー ト １ ８ へ の 遊 技 球 の 入 球 に よ り 行 わ れ る  
普 図 当 否 判 定 で 当 り に な る と 、 開 閉 部 材 １ ４ Ｃ に よ り 開 放 さ れ る 。 ま た 、 遊 技 領 域 Ｒ １ に  
は 、 図 示 し な い 一 般 入 賞 口 も 設 け ら れ て い る 。 な お 、 上 述 し た 始 動 入 賞 口 １ ４ Ａ ， １ ４ Ｂ  
、 大 入 賞 口 １ ５ 又 は 一 般 入 賞 口 に 遊 技 球 が 入 球 す る と 、 賞 球 が 上 皿 ２ ６ に 払 い 出 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
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　 さ て 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 前 側 扉 １ ０ Ｚ の 上 部 に は 、 ト ッ プ ユ ニ ッ ト ６ ０ が 取  
り 付 け ら れ て い る 。 ト ッ プ ユ ニ ッ ト ６ ０ は 、 例 え ば キ ャ ラ ク タ ー 等 の 装 飾 が 施 さ れ た 装 飾  
部 材 に な っ て い る 。 本 実 施 形 態 で は 、 ト ッ プ ユ ニ ッ ト ６ ０ の 上 部 に は 、 キ ャ ラ ク タ ー の 顔  
の 装 飾 が 施 さ れ た 顔 装 飾 部 ６ １ が 設 け ら れ 、 顔 装 飾 部 ６ １ は 、 透 光 性 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に 、 ト ッ プ ユ ニ ッ ト ６ ０ は 、 前 側 扉 １ ０ Ｚ 及 び 支 持 枠 １ ２ か ら  
上 方 に は み 出 し て い る 。 具 体 的 に は 、 遊 技 機 １ ０ の う ち ト ッ プ ユ ニ ッ ト ６ ０ を 除 く 遊 技 機  
本 体 部 １ ０ Ｂ か ら 、 ト ッ プ ユ ニ ッ ト ６ ０ の う ち 透 光 性 を 有 す る 顔 装 飾 部 ６ １ が は み 出 し て  
い る 。 従 っ て 、 遊 技 者 側 か ら 見 る と 、 ト ッ プ ユ ニ ッ ト ６ ０ の 後 側 及 び 上 側 に は 、 遊 技 機 本  
体 部 １ ０ Ｂ が 配 置 さ れ ず 、 例 え ば 、 遊 技 店 の 天 井 の 照 明 が 顔 装 飾 部 ６ １ の 後 側 面 に 到 達 し  
、 顔 装 飾 部 ６ １ を 透 過 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 ト ッ プ ユ ニ ッ ト ６ ０ の 顔 装 飾 部 ６ １ は 、 キ ャ ラ ク タ ー を 表 す 装 飾 シ  
ー ト ６ ３ を 有 し 、 そ の 装 飾 シ ー ト ６ ３ を 、 顔 装 飾 部 ６ １ と 遊 技 者 と の 対 向 方 向 で （ 前 側 と  
後 側 と か ら ） 前 側 プ レ ー ト 部 ７ １ と 後 側 プ レ ー ト 部 ７ ２ に よ り 挟 ん だ 構 成 と な っ て い る 。  
本 実 施 形 態 で は 、 前 側 プ レ ー ト 部 ７ １ と 後 側 プ レ ー ト 部 ７ ２ は 、 透 明 な 樹 脂 で 構 成 さ れ る  
。 ま た 、 装 飾 シ ー ト ６ ３ は 、 前 側 プ レ ー ト 部 ７ １ 及 び 後 側 プ レ ー ト 部 ７ ２ よ り は 透 光 性 が  
低 く な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ こ で 、 遊 技 機 １ ０ で は 、 透 か し て 見 る と 透 か し 模 様 が 視 認 可 能 に な る 透 か し 部 が 設 け  
ら れ て い る 。 具 体 的 に は 、 こ の 透 か し 部 は 、 顔 装 飾 部 ６ １ か ら な り 、 顔 装 飾 部 ６ １ を 遊 技  
者 と 反 対 側 の （ 後 側 又 は 後 斜 め 上 方 の ） 光 り に 透 か し て 見 る と 、 透 か し 模 様 ２ ０ （ 図 ５ （  
Ｂ ） 参 照 ） を 視 認 す る こ と が 可 能 と な っ て い る 。 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 透 か し 模 様 ２ ０  
は 、 顔 装 飾 部 ６ １ を 前 側 か ら の 光 り の み で 照 ら し た 場 合 に は 、 視 認 困 難 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 透 か し 模 様 ２ ０ を 形 成 す る 透 か し 模 様 形 成 部 ５ ０ は 、 顔 装 飾 部 ６ １ の う ち 遊 技 者 と 反 対  
側 に 配 置 さ れ る 後 側 プ レ ー ト 部 ７ ２ に 設 け ら れ て い る 。 具 体 的 に は 、 本 実 施 形 態 で は 、 図  
４ に 示 す よ う に 、 透 か し 模 様 形 成 部 ５ １ は 、 後 側 プ レ ー ト 部 ７ ２ の 一 部 が 後 側 に （ 遊 技 者  
と は 反 対 側 に ） 突 出 し て 、 そ の 突 出 し た 凸 部 ６ ２ の 前 側 に 凹 部 ６ ４ が 形 成 さ れ て な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 凸 部 ６ ２ は 、 後 側 プ レ ー ト 部 ７ ２ の 後 側 面 か ら 段 状 に 突 出 し た 円 形 土 台 部 ６ ２ Ｂ と 、 そ  
の 円 形 土 台 部 ６ ２ Ｂ の 中 心 部 か ら 膨 出 し た 膨 出 部 ６ ２ Ａ と 、 か ら な る 。 な お 、 膨 出 部 ６ ２  
Ａ は 、 丸 み を 帯 び た 略 ド ー ム 状 を な し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 凹 部 ６ ４ は 、 凸 部 ６ ２ の 円 形 土 台 部 ６ ２ Ｂ と 同 心 の 円 形 開 口 部 ６ ４ Ａ と 、 凹 部 ６ ４ の 底  
面 に 向 か っ て テ ー パ 状 に 縮 径 す る テ ー パ 底 部 ６ ４ Ｂ と 、 か ら な る 。 凹 部 ６ ４ の 円 形 開 口 部  
６ ４ Ａ は 、 凸 部 ６ ２ の 円 形 土 台 部 ６ ２ Ｂ の 外 径 、 及 び 、 膨 出 部 ６ ２ Ａ の 外 径 （ 外 縁 の 径 ）  
よ り も 小 径 と な っ て い る 。 従 っ て 、 透 か し 模 様 形 成 部 ５ ０ を 、 装 飾 シ ー ト ６ ３ 側 か ら 見 る  
と 、 凸 部 ６ ２ の 円 形 土 台 部 ６ ２ Ｂ の 外 周 面 と 、 凹 部 ６ ４ の 円 形 開 口 部 ６ ４ Ａ の 内 周 面 と 、  
テ ー パ 底 部 ６ ４ Ｔ の う ち 最 小 径 と な る 底 面 の 外 縁 等 が 、 視 認 さ れ る の で 、 透 か し 模 様 ２ ０  
は 、 同 心 円 状 の 模 様 （ 例 え ば 、 ３ 重 丸 や ４ 重 丸 の 模 様 ） に 見 え る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 透 か し 模 様 形 成 部 ５ ０ （ 凸 部 ６ ２ ） は 、 後 側 プ レ ー ト 部 ７ ２ の 樹 脂 成  
形 時 に で き る 、 成 形 金 型 の キ ャ ビ テ ィ へ の 樹 脂 の 注 入 口 の 痕 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 後 側 プ レ ー ト 部 ７ ２ の う ち 透 か し 模 様 形 成 部 ５ ０ が 配 置 さ れ た  
部 分 と 、 装 飾 シ ー ト ６ ３ と は 、 間 隔 を あ け て 配 置 さ れ て い る が 、 接 触 し て い て も よ い 。 ま  
た 、 前 側 プ レ ー ト 部 ７ １ の う ち 透 か し 模 様 形 成 部 ５ ０ と 重 な る 部 分 は 、 装 飾 シ ー ト ６ ３ と  
間 隔 を あ け て 配 置 さ れ て い る が 、 接 触 し て い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
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　 図 ５ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 顔 装 飾 部 ６ １ を 、 主 に 前 側 （ 遊 技 者 側 ） か ら の 光 で 照 ら し た  
場 合 に は 、 透 か し 模 様 形 成 部 ５ ０ （ 透 か し 模 様 ２ ０ ） は 、 視 認 困 難 と な る 。 こ れ に 対 し 、  
図 ５ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 顔 装 飾 部 ６ １ を 、 後 側 （ 遊 技 者 と は 反 対 側 ） の 光 に 透 か し て 見  
る と 、 透 か し 模 様 形 成 部 ５ ０ が 視 認 可 能 と な り 、 同 心 円 状 の 透 か し 模 様 ２ ０ が 視 認 可 能 と  
な る 。 顔 装 飾 部 ６ １ で は 、 装 飾 シ ー ト ６ ３ に お け る キ ャ ラ ク タ ー の 装 飾 部 分 と 、 透 か し 模  
様 ２ ０ と が 、 重 な る 。 詳 細 に は 、 透 か し 模 様 ２ ０ は 、 装 飾 シ ー ト ６ ３ の う ち キ ャ ラ ク タ ー  
の 目 を 表 す 部 分 と 重 な る 。 な お 、 透 か し 模 様 ２ ０ の 中 心 部 を 、 キ ャ ラ ク タ ー の 目 の 中 心 部  
と 合 わ せ て も よ い し 、 ず ら し て も よ い 。 前 者 の 場 合 、 透 か し 模 様 ２ ０ を よ り 目 立 ち や す く  
す る こ と が 可 能 と な る 。 後 者 の 場 合 、 透 か し 模 様 ２ ０ が 目 立 ち す ぎ る こ と を 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の よ う に 、 本 実 施 形 態 で は 、 透 か し て 見 る と 透 か し 模 様 ２ ０ が 視 認 可 能 に な る 顔 装 飾  
部 ６ １ を 有 す る と い う 、 今 ま で に な い 斬 新 な 遊 技 機 １ ０ が 提 供 で き る 。 ま た 、 透 か し 模 様  
２ ０ を 形 成 す る 透 か し 模 様 形 成 部 ５ ０ が 、 凸 部 ６ ２ や 凹 部 ６ ４ を 有 す る の で 、 平 坦 な 模 様  
で あ る 場 合 に 比 べ て 、 後 側 か ら の 透 過 光 に 変 化 を つ け る こ と が 可 能 と な り 、 透 か し 模 様 ２  
０ の 見 え 方 に 変 化 を つ け る こ と が 可 能 と な る 。 ま た 、 透 か し 模 様 形 成 部 ５ ０ が 、 丸 み を 帯  
び た 形 状 で 膨 出 す る 透 明 な 凸 部 ６ ２ で 形 成 さ れ る こ と で 、 後 側 か ら の 透 過 光 に よ り 変 化 を  
つ け る こ と が 可 能 と な り 、 透 か し 模 様 ２ ０ の 見 え 方 の 趣 向 性 を 高 め る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 透 光 性 を 有 す る 顔 装 飾 部 ６ １ が 、 装 飾 シ ー ト ６ ３ を 前 側 と 後 側  
の プ レ ー ト 部 ７ １ ， ７ ２ で 挟 ん だ 構 成 と な っ て い る 。 従 っ て 、 顔 装 飾 部 ６ １ を 透 か し て 見  
る 場 合 に 、 後 側 プ レ ー ト 部 ７ ２ の 透 か し 模 様 形 成 部 ５ ０ を 、 装 飾 シ ー ト ６ ３ と 前 側 プ レ ー  
ト 部 ７ １ と を 通 し て 見 る の で 、 装 飾 シ ー ト ６ ３ だ け 又 は 前 側 プ レ ー ト 部 ７ １ だ け を 通 し て  
透 か し 模 様 ２ ０ を 見 る 場 合 に 比 べ て 、 透 か し 模 様 ２ ０ の 見 え 方 に 変 化 を つ け る こ と が 可 能  
と な り 、 装 飾 部 材 の 見 え 方 の 趣 向 性 を 向 上 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。 ま た 、 顔 装 飾 部 ６ １  
で は 、 装 飾 シ ー ト ６ ３ の キ ャ ラ ク タ ー の 装 飾 部 分 と 、 透 か し 模 様 ２ ０ と が 、 重 な る の で 、  
従 来 に な い キ ャ ラ ク タ ー の 見 せ 方 が 可 能 と な る 。 さ ら に 、 透 か し 模 様 ２ ０ と 、 装 飾 シ ー ト  
６ ３ の う ち キ ャ ラ ク タ ー の 目 を 表 す 部 分 と が 重 な る の で 、 よ り 斬 新 な 見 え 方 を す る 装 飾 部  
材 を 提 供 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 遊 技 機 １ ０ で は 、 ト ッ プ ユ ニ ッ ト ６ ０ が 、 遊 技 者 側 （ 前 側 ） か ら 見 た と き に 遊 技  
機 本 体 部 １ ０ Ｂ か ら は み 出 し た 配 置 と な っ て い る の で 、 遊 技 店 の 照 明 を 利 用 し て 顔 装 飾 部  
６ １ に 後 側 か ら 光 を 透 過 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。 従 っ て 、 遊 技 店 の 照 明 を 利 用 し て 透 か  
し 模 様 ２ ０ を 視 認 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。 特 に 、 ト ッ プ ユ ニ ッ ト ６ ０ は 、 遊 技 機 本 体 部  
１ ０ Ｂ か ら 上 方 に 突 出 し て い る の で 、 遊 技 店 の 天 井 の 照 明 を 利 用 し て 透 か し 模 様 ２ ０ を 視  
認 さ せ る こ と が 容 易 と な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 透 か し 模 様 ２ ０ を 形 成 す る 透 か し 模 様 形 成 部 ５ ０ が 、 後 側 プ レ  
ー ト 部 ７ ２ の 樹 脂 成 形 時 の キ ャ ビ テ ィ へ の 樹 脂 注 入 口 の 痕 で 構 成 さ れ る 。 本 実 施 形 態 の 顔  
装 飾 部 ６ １ に よ れ ば 、 樹 脂 成 形 時 に で き る 痕 を デ ザ イ ン に 利 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ［ 他 の 実 施 形 態 ］
　 （ １ ） 上 記 実 施 形 態 で は 、 透 か し 模 様 形 成 部 ５ ０ が 、 後 側 プ レ ー ト 部 ７ ２ の 後 側 面 に 突  
出 形 成 さ れ て い た が 、 後 側 プ レ ー ト 部 ７ ２ の 前 側 面 に 突 出 形 成 さ れ て い て も よ い 。 こ の 場  
合 、 後 側 プ レ ー ト 部 ７ ２ に お け る 前 側 面 の 上 記 突 出 部 分 の 後 方 に 凹 部 が 形 成 さ れ て い て も  
よ い 。 ま た 、 透 か し 模 様 形 成 部 ５ ０ は 、 後 側 プ レ ー ト 部 ７ ２ の 後 側 面 又 は 前 側 面 に 形 成 さ  
れ た 凸 部 で 構 成 さ れ て い て も よ い し 、 後 側 プ レ ー ト 部 ７ ２ の 後 側 面 又 は 前 側 面 に 形 成 さ れ  
た 凹 部 で 構 成 さ れ て い て も よ い 。 ま た 、 透 か し 模 様 形 成 部 ５ ０ は 、 装 飾 シ ー ト ６ ３ の 後 側  
面 又 は 前 側 面 に 形 成 さ れ た 凸 部 又 は 凹 部 で 構 成 さ れ て い て も よ い し 、 前 側 プ レ ー ト 部 ７ １  
の 後 側 面 に 形 成 さ れ た 凸 部 又 は 凹 部 で 構 成 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
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　 （ ２ ） 上 記 実 施 形 態 で は 、 透 光 性 を 有 し 透 か し 模 様 形 成 部 ５ ０ を 有 す る 透 光 部 （ 顔 装 飾  
部 ６ １ ） が 、 遊 技 機 １ ０ の 上 部 に 設 け ら れ て い た が 、 側 部 に 設 け ら れ て い て も よ い 。 こ の  
場 合 、 こ の 透 光 部 を 遊 技 者 側 か ら 見 た と き に 遊 技 機 本 体 部 １ ０ Ｂ か ら は み 出 す よ う に 配 置  
す れ ば よ い 。 こ れ に よ り 、 遊 技 店 の 照 明 を 利 用 し て 透 光 部 を 透 か し て 見 る こ と で 、 透 か し  
模 様 ２ ０ を 視 認 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 （ ３ ） 上 記 実 施 形 態 で は 、 透 か し 模 様 形 成 部 ５ ０ が 、 凸 部 又 は 凹 部 で 構 成 さ れ て い た が  
、 平 面 に 形 成 さ れ た 模 様 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 （ ４ ） 上 記 実 施 形 態 で は 、 透 か し 模 様 形 成 部 ５ ０ が 、 樹 脂 成 形 時 の 樹 脂 注 入 口 の 痕 を 利  
用 し た も の で あ っ た が 、 樹 脂 注 入 口 の 痕 と は 別 に 形 成 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 （ ５ ） 上 記 実 施 形 態 で は 、 透 か し 模 様 形 成 部 ５ ０ の 前 側 に 重 な っ た 装 飾 部 （ 装 飾 シ ー ト  
６ ３ ） が 、 キ ャ ラ ク タ ー を 表 し て い た が 、 ア イ テ ム （ 例 え ば 、 武 器 、 防 具 、 宝 等 ） を 表 し  
て い て も よ い し 、 建 物 又 は 乗 り 物 を 表 し て い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 （ ６ ） 上 記 実 施 形 態 で は 、 透 か し 模 様 形 成 部 ５ ０ に 前 側 か ら 重 な っ た 装 飾 部 が 設 け ら れ  
て い た が 、 装 飾 部 が 設 け ら れ て い な く て も よ く 、 例 え ば 、 透 か し 模 様 形 成 部 ５ ０ の 前 側 に  
透 光 性 を 有 す る 単 一 色 の 透 光 部 材 が 配 置 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 （ ７ ） 上 記 実 施 形 態 で は 、 透 光 性 を 有 し 、 透 か し 模 様 形 成 部 ５ ０ を 有 す る 透 光 部 （ 顔 装  
飾 部 ６ １ ） が 、 遊 技 者 側 か ら 見 た と き に 遊 技 機 本 体 部 １ ０ Ｂ か ら は み 出 し て い た が 、 は み  
出 し て い な く て も よ い 。 こ の 場 合 で も 、 遊 技 機 １ ０ の 発 光 部 材 か ら の 光 り で 透 光 部 を 透 か  
し て 見 せ る こ と で 、 透 か し 模 様 ２ ０ を 視 認 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ＜ 付 記 ＞
　 以 下 、 上 述 し た 各 実 施 形 態 か ら 抽 出 さ れ る 発 明 群 の 特 徴 に つ い て 、 必 要 に 応 じ て 効 果 等  
を 示 し つ つ 説 明 す る 。 な お 、 以 下 で は 、 理 解 の 容 易 の た め 、 上 記 実 施 形 態 に お い て 対 応 す  
る 構 成 を 括 弧 書 き 等 で 適 宜 示 す が 、 こ の 括 弧 書 き 等 で 示 し た 具 体 的 構 成 に 限 定 さ れ る も の  
で は な い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 以 下 の 特 徴 群 は 、 遊 技 機 に 関 し 、 「 従 来 か ら 、 前 面 に 装 飾 が 施 さ れ た 装 飾 部 材 を 有 す る  
遊 技 機 が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 開 ２ ０ １ ７ － ０ １ ８ ５ ２ ２ 号 公 報 （ 図 ２ 、 図 ３ 等 ） 参  
照 ） 。 」 と い う 背 景 技 術 に つ い て 、 「 上 述 し た 従 来 の 遊 技 機 に 対 し 、 今 ま で に な い 斬 新 な  
遊 技 機 が 求 め ら れ て い る 。 」 と い う 課 題 を も っ て な さ れ た も の と 考 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ［ 特 徴 １ ］
　 透 か し て 見 る と 透 か し 模 様 が 視 認 可 能 に な る 透 か し 部 を 有 す る 遊 技 機 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 特 徴 １ の 構 成 に よ れ ば 、 透 か し て 見 る と 透 か し 模 様 が 視 認 可 能 に な る 透 か し 部 を 有 す る  
と い う 、 今 ま で に な い 斬 新 な 遊 技 機 が 提 供 で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ［ 特 徴 ２ ］
　 前 記 透 か し 部 は 、 透 光 性 を 有 す る 透 光 部 と 、 前 記 透 光 部 を 透 視 し て 視 認 可 能 で 前 記 透 か  
し 模 様 を 形 成 す る 透 か し 模 様 形 成 部 と 、 を 備 え る 、 特 徴 １ に 記 載 の 遊 技 機 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ［ 特 徴 ３ ］
　 前 記 透 か し 模 様 形 成 部 は 、 前 記 透 光 部 の う ち 遊 技 者 と は 反 対 側 を 向 く 裏 面 に 形 成 さ れ た  
凸 部 又 は 凹 部 を 有 す る 、 特 徴 ２ に 記 載 の 遊 技 機 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
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　 ［ 特 徴 ４ ］
　 前 記 透 か し 模 様 形 成 部 は 、 前 記 透 光 部 の 前 記 裏 面 に 形 成 さ れ 、 丸 み を 帯 び た 形 状 で 膨 出  
す る 透 明 な 凸 部 を 有 す る 、 特 徴 ３ に 記 載 の 遊 技 機 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ［ 特 徴 ５ ］
　 前 記 透 光 部 は 、 遊 技 者 と の 対 向 方 向 で 装 飾 シ ー ト を 第 １ 壁 部 （ 後 側 プ レ ー ト 部 ７ ２ ） と  
第 ２ 壁 部 （ 前 側 プ レ ー ト 部 ７ １ ） と で 挟 ん で な り 、
　 前 記 透 か し 模 様 形 成 部 は 、 前 記 装 飾 シ ー ト に 対 し て 遊 技 者 と は 反 対 側 に 配 置 さ れ る 第 １  
壁 部 に 形 成 さ れ て い る 、 特 徴 ２ か ら ４ の 何 れ か １ の 特 徴 に 記 載 の 遊 技 機 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ［ 特 徴 ６ ］
　 前 記 透 か し 模 様 形 成 部 は 、 前 記 第 １ 壁 部 の う ち 遊 技 者 と は 反 対 側 を 向 く 裏 側 面 に 形 成 さ  
れ た 凸 部 又 は 凹 部 を 有 す る 、 特 徴 ５ に 記 載 の 遊 技 機 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ［ 特 徴 ７ ］
　 前 記 透 か し 模 様 形 成 部 は 、 前 記 第 １ 壁 部 の う ち 遊 技 者 側 を 向 く 表 側 面 に 形 成 さ れ た 凸 部  
又 は 凹 部 を 有 す る 、 特 徴 ５ 又 は ６ に 記 載 の 遊 技 機 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ［ 特 徴 ８ ］
　 前 記 透 光 部 と 前 記 透 か し 模 様 形 成 部 を 有 し 、 前 記 透 光 部 の う ち 前 記 透 か し 模 様 形 成 部 に  
遊 技 者 側 か ら 重 な る 位 置 に 装 飾 が 施 さ れ た 装 飾 部 材 を 備 え る 、 特 徴 ２ か ら ７ の 何 れ か １ の  
特 徴 に 記 載 の 遊 技 機 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ［ 特 徴 ９ ］
　 前 記 装 飾 部 材 は 、 遊 技 者 側 か ら 見 て 、 遊 技 機 の う ち 前 記 装 飾 部 材 を 除 く 遊 技 機 本 体 部 か  
ら は み 出 す よ う に 配 置 さ れ 、 そ の は み 出 し 部 分 に 、 前 記 透 か し 模 様 形 成 部 が 配 置 さ れ て い  
る 、 特 徴 ８ に 記 載 の 遊 技 機 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ［ 特 徴 １ ０ ］
　 前 記 装 飾 部 材 は 、 前 記 遊 技 機 本 体 部 か ら 上 方 に は み 出 す よ う に 配 置 さ れ て い る 、 特 徴 ９  
に 記 載 の 遊 技 機 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ［ 特 徴 １ １ ］
　 前 記 透 光 部 の う ち 前 記 透 か し 模 様 形 成 部 に 遊 技 者 側 か ら 重 な る 部 分 に は 、 キ ャ ラ ク タ ー  
の 装 飾 が 施 さ れ て い る 、 特 徴 ２ か ら １ ０ の 何 れ か １ の 特 徴 に 記 載 の 遊 技 機 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ［ 特 徴 １ ２ ］
　 前 記 透 光 部 の う ち 前 記 透 か し 模 様 形 成 部 に 遊 技 者 側 か ら 重 な る 部 分 に は 、 前 記 キ ャ ラ ク  
タ ー の 目 の 装 飾 が 施 さ れ て い る 、 特 徴 １ １ に 記 載 の 遊 技 機 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ［ 特 徴 １ ３ ］
　 前 記 透 か し 模 様 は 、 同 心 円 状 に な っ て い る 、 特 徴 １ か ら １ ２ の 何 れ か １ の 特 徴 に 記 載 の  
遊 技 機 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 １ ０     遊 技 機
　 ２ ０     透 か し 模 様
　 ５ ０     透 か し 模 様 形 成 部
　 ６ ０     ト ッ プ ユ ニ ッ ト
　 ６ １     顔 装 飾 部
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　 ６ ２     凸 部
　 ６ ３     装 飾 シ ー ト
　 ６ ４     凹 部
　 ７ １     前 側 プ レ ー ト 部
　 ７ ２     後 側 プ レ ー ト 部
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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